
別記第18号様式（規則第12条の５関係）

麻薬事故届
	免許証の番号
	第  -  号
	免許年月日
	平成  年  月  日

	免許の種類
	麻薬研究者

	麻薬業務所
	所在地
	恩納村字谷茶1919番地1

	
	名　称
	沖縄科学技術大学院大学

	事故が生じた麻薬
	品名
	数量

	
	
	

	事故発生の状況

事故発生年月日、

場所、事故の種類
	事故発生年月日： 
場所：沖
事故の種類： 


	上記のとおり、事故が発生したので届け出ます。

　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　住　所（法人にあつては、主たる事務所の所在地）

届出義務者続柄
　　　　　　　　　　　　

氏　名（法人にあつては、名称）
　　　　

　　　　　　　　　　　　
 　　沖縄県知事　殿


別紙
事故発生の状況の詳細

XX年X月XX日午前YY：YY頃、沖縄科学技術大学院大学（以下「OIST」という。）の麻薬研究者であったAB（第XX-XX号）は、所有していたケタラール筋注用500 mg（以下「麻薬溶液」という。）X mLの廃棄のため、OIST第X研究棟Y階にある麻薬保管庫から、安全衛生セクションCD及び沖縄県担当職員との集合場所（同棟Z階）へ麻薬溶液の入った容器（ねじ口瓶）を紙袋に入れ移動した。廃棄に立ち会う沖縄県担当職員から麻薬保管庫も確認する旨指示があり、同棟Y階の麻薬保管庫に移動して紙袋内の麻薬溶液を確認したところ、紙袋内で移動中に生じたと思われる麻薬溶液の液漏れがみつかった。CDと沖縄県担当職員の立ち会いのもとABが廃棄した麻薬溶液の量は約X mLであったことから、液漏れにより約X mLの麻薬溶液が滅失したと考えられる。
同様の事例を防ぐため、今後液漏れの少ない密閉容器を用いるか液漏れ防止の対策を施して麻薬溶液を保管し、麻薬廃棄時には麻薬容器を麻薬保管庫から移動させないよう麻薬研究者に対し周知徹底致します。
なお、ABは麻薬溶液使用時には麻薬研究者免許証を保有していましたが、事故発生時にはすでに麻薬研究者免許証を返納していたため、麻薬溶液を分与したOISTの麻薬研究者であるEF（第XX-X号）が報告します。
XX年　X月　X日
C D　  eq \o\ac(○,印)　　


